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は
じ
め
に

　

古
代
日
本
に
は
、
大
陸
か
ら
数
多
く
の
漢
字
文
献
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し

て
日
本
で
は
そ
れ
ら
を
盛
ん
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
新
た
に
日
本
的
な
理
解
や

独
自
の
読
み
方
を
も
創
造
し
て
い
っ
た
。
漢
字
を
共
通
の
文
化
基
盤
と
し
つ

つ
も
、
各
お
の
の
地
域
に
お
い
て
そ
れ
が
個
別
の
展
開
を
と
げ
、
さ
ま
ざ
ま

な
派
生
形
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
、
日
本
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
地
域
特

有
の
文
化
現
象
と
い
え
よ
う
。
小
稿
で
は
、『
周
易
』
を
例
と
し
て
古
代
日

本
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
と
消
化
の
状
況
を
検
討
す
る
。

　
『
周
易
』
は
、
中
国
的
思
考
、
理
論
を
代
表
す
る
経
書
の
一
で
あ
る
。
果

た
し
て
日
本
で
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
読
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
。

以
下
、
ま
ず
奈
良
・
平
安
初
期
の
関
連
資
料
を
整
理
し
つ
つ
『
周
易
』
受
容

の
諸
相
を
た
ど
り
、
ま
た
、
宇
多
天
皇
（
八
六
七
～
九
三
一
）
の
宸
筆
と
さ
れ

る
東
山
御
文
庫
蔵
『
周
易
抄
』
を
取
り
あ
げ
る
。
宇
多
天
皇
の
『
周
易
抄
』

は
、『
周
易
』
の
文
に
ヲ
コ
ト
点
等
の
訓
点
を
施
し
た
現
存
最
古
の
漢
籍
訓

点
資
料
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
通
じ
て
、
日
本
に
伝
播
し

た
漢
籍
が
有
す
る
意
義
の
一
端
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一　

奈
良
・
平
安
初
期
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容

　

ま
ず
は
、
奈
良
・
平
安
初
期
に
お
け
る
漢
籍
、
特
に
『
周
易
』
の
受
容
と

学
習
状
況
に
つ
い
て
基
本
的
な
事
が
ら
を
確
認
し
て
お
く
。

（
１
）『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
易
家
の
著
録
状
況

　

日
本
現
存
最
古
の
漢
籍
目
録
で
あ
る
藤
原
佐
世
撰
『
日
本
国
見
在
書
目

録
』（
寛
平
年
間
成
立
）
の
「
易
家
」
に
は
、
三
十
三
種
一
百
七
十
七
巻
の
易

関
連
書
が
中
国
よ
り
伝
来
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
著
録
状
況

は
次
の
通
り１
。

易
家　
百
七
十
七

如
本　

帰
蔵
四
巻
晋
大
尉
参
軍

薛
貞
注

　

周
易
十
巻
後

２
漢
鄭

玄
注　

周
易
十
巻
漢
魏
郡
太
守

京
房
章
句　

周
易
十

巻
魏
尚
書
郎
王
弼
注
六
十
四
卦
六
巻
韓
康
伯
注

繋
辞
以
下
三
巻
王
弼
又
撰
易
略
例
一
巻　

　

周
易
十
二
巻
東
晋
秘
書
郎
張

璠
集
廿
二
家
解　

周
易
八
巻

陸
善
経
注　

周
易
三
巻
冷
泉
院

　
　
　　

周
易
副
象
二
巻
萬
叔
撰
注　

周
易
六
十
四
卦
巻
賛
一

巻　

周
易
講
疏
十
巻
陳
諮
議
参
軍

張
譏
撰　

　
　

周
易
講
疏
十
二
巻
国
子
祭
酒

何
妥
撰　

周
易
異

　

古
代
日
本
に
お
け
る
『
周
易
』
の
受
容

河　

野　

貴
美
子



〔　　〕23

義
十
巻
弘
農
劉
遵

字
修
礼
撰　

周
易
通
義
十
巻　

周
易
正
義
十
四
巻
唐
国
子
祭
酒

孔
穎
達
撰　

周
易

私
記
十
四
巻
无
名
先

生
撰　

周
易
私
記
一
巻
古
豊
師
撰　

周
易
論
二
巻
晋
馮
翊
太
守　

阮
渾
撰
冷
泉
院　

周

易
流
演
一
巻　

周
易
義
記
九
巻
刕
氏
撰　

周
易
新
論
十
巻
蜀
郡
博
士
正
議
大
夫

武
威
陰
弘
道
撰　

　

周
易
略
例
一
巻
武
守
節
注　

周
易
許
氏
扶
抑
一
巻
徐
珮
孔

時
解　

周
易
略
例
一
巻
唐
刑

璹
注　

周
易
通
問
一
巻
韋
元
晨　

周
易
難
問
一
巻　

周
易
譔
論
一
巻
冷
泉
院　

周
易
捜

蔵
決
一
巻
冷
泉
院　

周
易
訳
名
十
二
巻
冷
泉
院　

周
易
音
一
巻
徐
仙
民
撰　

周
易
判
卦

略
例
一
巻
冷
泉
院　

周
易
賛
一
巻　

周
易
精
微
賦
一
巻
劉
遵
撰　

周
易
集
音
一

巻
冷
泉
院

　

こ
こ
に
は
、『
帰
蔵
』
や
『
周
易
』
鄭
玄
注
、『
周
易
』
京
房
章
句
の
よ
う

な
古
い
書
物
か
ら
、
孔
穎
達
の
『
周
易
正
義
』
を
は
じ
め
唐
代
成
立
の
書
物

も
み
え
る
。『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
は
、
九
世
紀
末
の
時
点
で
か
く
も
多

く
の
易
関
係
の
漢
籍
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
は
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
書
物
は
実
際
ど
の
よ
う
に
学
ば
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

（
２
）
学
令
の
規
定
と
経
書
音
読
の
こ
と

　

古
代
日
本
の
学
術
状
況
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
あ
げ
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
る
が
、『
養
老
令
』
学
令
に
は
大
学
に
お
い
て
教
授
さ
れ
る

経
書
の
筆
頭
に
『
周
易
』
が
あ
げ
ら
れ３
、
教
授
の
際
に
は
鄭
玄
と
王
弼
の
注

を
用
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る４
。
ま
た
、
経
書
の
教
学
方
法
に
つ
い
て

は
同
じ
く
学
令
に
「
凡
学
生
、
先
読w

経
文z

通
熟
、
然
後
講
義
」
と
あ
り
、

ま
ず
本
文
を
読
み
、
暗
誦
で
き
る
ほ
ど
に
通
熟
し
た
後
に
内
容
の
講
義
に
入

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る５
。
そ
し
て
そ
の
「
読
み
」
方
に
つ
い
て
『
令
集
解
』

学
令
が
引
く
「
釈
」
に
は
、「
読p

文
、
謂w

白
読q

也
。
唐
令
読
文
与p

此
異
也
。

唐
令
无w

音
博
士q

」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
音
博
士
の
指
導
に
よ
る
音
読

と
い
う
こ
と
に
な
る６
。

　

経
書
を
学
ぶ
学
生
に
漢
音
の
習
熟
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば

『
日
本
紀
略
』
前
篇
十
三
・
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）
閏
十
一
月
辛
丑
条
に

「
勅
。
明
経
之
徒
、
不p

事p

習p

音
、
発
声
誦
読
、
既
致w

訛
謬z

宜p

熟w

習

漢
音q

」
と
の
勅
が
み
え
る
。
ま
た
「
漢
音
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記

事
も
あ
る
。

参
議
従
三
位
勲
六
等
兼
越
中
守
朝
野
朝
臣
鹿
取
薨
。
…
…
少
遊w

大

学a

頗
渉w

史
漢z

兼
知w

漢
音a

始
試w

音
生a

任w

相
模
博
士z

後
登

科
為w

文
章
生z

（『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
三　

仁
明
天
皇
・
承
和
十
年
（
八
四
三
）
六
月
戊
辰
条
）

　

こ
の
記
録
は
、
当
時
「
漢
音
」
に
習
熟
し
た
学
者
が
確
か
に
存
在
し
た
こ

と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
学
生
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
も
ま
た
「
漢

音
」
の
学
習
者
で
あ
っ
た
。

帝
…
…
最
耽w

経
史a

講
誦
不p

倦
。
能
練w

漢
音a

弁w

其
清
濁z

柱
下

漆
園
之
説
、
群
書
治
要
之
流
、
凡
厥
百
家
莫p

不w

通
覧z

兼
愛w

文
藻a

善w

書
法z

…
…

（『
続
日
本
後
紀
』
巻
二
十　

仁
明
天
皇
・
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
月
癸
卯
条
）

　

こ
の
記
事
は
仁
明
天
皇
（
八
一
〇
～
八
五
〇
）
の
学
問
を
称
え
る
と
と
も
に
、

特
に
「
漢
音
」
に
習
熟
し
て
い
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
一
方

で
は
、
博
士
で
あ
り
な
が
ら
も
「
漢
音
」
に
習
熟
し
な
い
人
も
あ
っ
た
。

散
位
従
四
位
下
善
道
朝
臣
真
貞
卒
。
…
…
弘
仁
四
年
兼w

任
大
学
助

教z
十
年
授w

外
従
五
位
下a

転w

任
博
士z

十
一
年
以w

明
経a

改
授w

従
五
位
下z
…
…
天
長
之
初
、
遷w

大
学
助z

…
…
兼
能
談
論
。
但
旧
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来
不p

学w

漢
音a

不p

弁w

字
之
四
声z

至w

於
教
授a

惣
用w

世
俗
踳
訛

之
音q

耳
。

（『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
五　

仁
明
天
皇
・
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
二
月
丁
酉

条
）

　

善
道
真
貞
は
、
一
向
に
漢
音
を
学
ば
ず
、
四
声
の
区
別
も
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
通
じ
て
み
る
に
、
当
時
日
本
に
お
い
て
は
、
漢
籍
を
漢
音

で
読
む
こ
と
、
ま
た
漢
字
の
四
声
や
清
濁
を
弁
別
で
き
る
こ
と
が
、
学
問
に

従
事
す
る
人
間
に
と
っ
て
到
達
す
べ
き
水
準
と
さ
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
そ

れ
が
容
易
に
は
克
服
し
え
な
い
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。

　

な
お
、
大
学
に
お
け
る
教
学
以
外
に
、
釈
奠
の
儀
式
に
お
い
て
も
『
周
易
』

等
の
経
書
が
講
じ
ら
れ
て
お
り７
、
ま
た
、
時
に
は
大
学
博
士
が
直
接
天
皇
ら

皇
族
に
経
書
類
を
講
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た８
。

　

古
代
に
お
け
る
実
際
の
学
問
の
状
況
に
つ
い
て
は
資
料
の
制
約
も
あ
り
不

明
な
部
分
が
多
い
。
以
上
は
、
現
存
す
る
ご
く
基
本
的
な
記
事
に
拠
っ
て
奈

良
・
平
安
初
期
の
学
生
や
博
士
ら
の
経
書
学
習
の
概
況
を
述
べ
た
ま
で
で
あ

る
。
一
方
、
大
学
と
は
別
に
、
漢
籍
を
学
ん
だ
人
物
は
、
寺
院
内
に
も
多
く

存
在
し
た
。

二　

奈
良
寺
院
に
お
け
る
『
周
易
』
受
容

　

遣
隋
使
小
野
妹
子
に
随
っ
て
海
を
渡
っ
た
学
問
僧
旻
（
？
～
六
五
三
）
は
、

帰
国
後
「
公
子
」
に
向
か
っ
て
『
周
易
』
を
講
じ
た
と
さ
れ
る９
。
隋
、
唐
に

渡
っ
た
学
問
僧
は
、
大
陸
の
最
新
の
学
術
に
直
接
触
れ
、
豊
か
な
学
識
を
身

に
つ
け
て
帰
国
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
学
問
は
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
経
書

に
関
す
る
知
識
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
奈
良
・
平
安
初
期
の
寺
院
に
お

け
る
学
問
も
ま
た
、
当
時
の
日
本
の
水
準
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
、
当
時
の
日
本
の
学
問
僧
の
著
作
に
も
、『
周
易
』
に
関
す
る
記
述
が
み

え
る
。
そ
れ
ら
は
古
代
日
本
の
漢
籍
受
容
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
情
報

を
含
む
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
十
分
な
資
料
的
意
義
が
追
究
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
旧
稿
で
も
触
れ
た
こ
と
が
ら
を
含
む
が
、

い
ま
一
度
簡
単
に
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。

（
１
）
仏
典
注
釈
書
に
お
け
る
『
周
易
』『
周
易
正
義
』
の
引
用

　

興
福
寺
の
学
問
僧
善
珠
（
七
二
三
～
七
九
七
）
は
、
入
唐
僧
玄
昉
（
？
～
七

四
六
）
を
師
と
し
て
唯
識
因
明
学
を
学
び
、
数
多
く
の
仏
典
注
釈
書
を
撰
述

し
た
人
物
で
あ
る
。
玄
昉
は
、
十
八
年
に
及
ぶ
留
学
期
間
を
終
え
て
帰
国
し

た
際
「
経
論
五
千
余
巻
」
を
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
るＡ
。
玄
昉
、
善
珠
周
辺
に

は
相
当
量
の
漢
文
文
献
が
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
実
際
、
善

珠
の
注
釈
書
に
は
仏
典
の
み
な
ら
ず
各
種
の
外
典
（
経
書
）
を
利
用
し
た
注

文
も
多
い
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は
『
周
易
』
を
用
い
た
注
釈
も
あ
る
。
二
例

を
挙
げ
る
。

言
「
空
桑
啓
聖
、
資
六
位
以
明
玄
」
者
。
…
…
周
易
者
…
…
周
公
作w

爻
辞z

謂
六
爻
別
、
別
広
釈
故
。
文
王
者
総w

六
爻q

而
説
故
。
孔
子
作w

十
翼z

孔
穎
達
周
易
正
義
曰
、「
孔
子
既
作w

十
翼z

易
道
大
明
」。
已

上
。

 

（『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
第
一
本
）

「
因
明
勝
躅
始
彰
学
士
耽
翫
終
広
教
思
」
者
。
周
易
臨
卦
象
曰
、「
君

子
以
教
思
無p

窮
」。
正
義
曰
、「
君
子
但
須p

教
化
。
思
念
無p

窮
已
也
。

欲p

使w
教
恒
不o

絶
也
」。
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（『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
第
一
本
）

　

善
珠
撰
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』（
天
応
元
年
（
七
八
一
）
成
立
）
は
、
唐
慈
恩

大
師
基
の
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。
前
者
が
引
用

す
る
の
は
、
孔
穎
達
『
周
易
正
義
』
序
「
第
七
論
伝
易
之
人
」
の
冒
頭
部
分

で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
、『
因
明
入
正
理
論
疏
』
内
の
「
教
思
」
の
語
を
解

釈
す
る
た
め
に
善
珠
が
『
周
易
』
臨
卦
・
象
伝
と
と
も
に
当
該
部
分
の
『
正

義
』
を
も
加
え
引
い
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
に
お
い
て
『
周

易
正
義
』
を
明
確
に
そ
の
書
名
と
と
も
に
引
用
す
る
ご
く
早
い
例
で
あ
ろ

うＢ
。
善
珠
を
は
じ
め
、
古
代
日
本
の
仏
家
が
撰
述
し
た
仏
典
注
釈
書
は
、
し

ば
し
ば
各
種
漢
籍
を
利
用
し
て
お
り
、
か
つ
そ
こ
に
は
異
文
や
佚
文
も
少
な

く
な
い
。
そ
れ
ら
の
一
一
に
つ
い
て
は
、
中
国
経
学
史
の
資
料
と
し
て
も
今

後
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
興
福
寺
蔵
写
本
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
残
巻

　

善
珠
が
属
し
た
当
時
の
興
福
寺
は
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
数
多
の
典
籍
を

収
蔵
し
、
学
術
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
と
想
像
さ
れ

る
。
そ
し
て
興
福
寺
に
は
今
も
な
お
、
八
・
九
世
紀
当
時
の
書
物
の
い
く
つ

か
が
伝
存
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
一
本
が
写
本
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
残
巻
で
あ
る
。
こ
れ

は
、『
隋
書
』
経
籍
志
や
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
等
の
目
録
類
に
一
切
著

録
さ
れ
な
い
天
下
の
孤
本
、
佚
存
書
で
あ
る
。
現
存
す
る
の
は
全
三
十
五
紙

の
み
の
零
巻
で
あ
る
がＣ
、
そ
の
内
容
は
王
弼
、
韓
康
伯
等
の
注
の
ほ
か
に
い

わ
ゆ
る
江
南
義
疏
家
の
解
釈
や
仏
教
語
を
用
い
た
注
釈
を
含
ん
で
お
り
、
中

国
六
朝
の
易
学
の
特
徴
を
反
映
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
るＤ
。

　

さ
て
、
こ
の
写
本
が
い
か
に
し
て
現
在
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
か
、
そ
の
過

程
は
、
日
本
に
お
け
る
漢
籍
受
容
を
考
察
す
る
際
、
興
味
深
い
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
。『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
は
現
在
、『
経
典
釈
文
』
の
写
本
残
巻Ｅ

と
と
も
に
興
福
寺
が
収
蔵
し
て
い
る
。
本
来
こ
の
二
種
の
写
本
は
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
巻
子
本
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）、
東
大
寺

の
僧
侶
が
真
興
の
著
作
（『
因
明
纂
要
略
記
』
及
び
『
四
種
相
違
断
略
記
』）
を
書

写
す
る
た
め
に
、
こ
の
写
本
二
巻
の
料
紙
を
ば
ら
ば
ら
に
切
り
離
し
、
紙
背

を
利
用
し
て
書
写
し
た
後
、
表
裏
を
転
倒
し
て
冊
子
本
に
改
装
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
該
本
は
、
以
後
千
年
の
間
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
を
「
紙

背
」
に
閉
じ
込
め
た
形
で
伝
来
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
三
年
（
一
九

二
四
）
に
至
り
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
の
書
名
が
狩
野
直
喜
氏
に
よ
っ

て
再
発
見
さ
れ
、
現
在
は
再
び
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
を
表
と
す
る
巻
子

本
に
復
元
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
るＦ
。

　

日
本
に
は
こ
の
よ
う
に
、
本
来
寺
院
が
所
蔵
し
て
い
た
漢
籍
の
紙
背
に
仏

教
関
係
の
書
物
が
書
写
さ
れ
て
伝
来
す
る
も
の
が
ほ
か
に
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
日
本
に
伝
わ
る
『
王
勃
集
』
と
『
趙
志
集
』
の
写
本
に
は
、
い

ず
れ
も
「
興
福
伝
法
」
の
印
が
み
え
る
。
こ
れ
は
、
興
福
寺
が
奈
良
か
ら
平

安
初
期
に
か
け
て
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
写
本
の

紙
背
に
は
、
い
ず
れ
も
平
安
期
に
仏
典
が
書
写
さ
れ
て
い
るＧ
。
中
で
も
『
趙

志
集
』
の
方
は
、『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』
同
様
、
明
治
に
至
る
ま
で
紙
背

の
仏
典
を
表
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
紙
背
に

仏
典
が
書
写
さ
れ
、
そ
の
仏
典
が
大
切
に
読
み
継
が
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
散
佚
を
免
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
籍
の
旧
鈔
本
の
紙
背

に
し
ば
し
ば
仏
典
が
書
写
さ
れ
て
伝
わ
る
、
こ
う
し
た
現
象
は
日
本
に
お
け
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る
漢
籍
伝
来
の
一
つ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

三　

宇
多
天
皇
『
周
易
抄
』

　

次
に
、
宇
多
天
皇
の
『
周
易
抄
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

東
山
御
文
庫
蔵
『
周
易
抄
』
一
巻
は
、
宇
多
天
皇
宸
筆
と
伝
わ
る
写
本
で

あ
るＨ
。
宇
多
天
皇
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）、
二
十
一
歳
で
即
位
。
寛
平
九

年
（
八
九
七
）、
三
十
一
歳
で
子
敦
仁
親
王
（
醍
醐
天
皇
）
に
譲
位
し
、
昌
泰

二
年
（
八
九
九
）
に
仁
和
寺
で
出
家
、
以
後
法
皇
と
称
し
た
。
そ
の
時
代
は
、

大
陸
と
の
関
係
で
い
え
ば
遣
唐
使
が
中
止
さ
れ
、
や
が
て
唐
・
新
羅
が
滅
ぶ

転
換
期
に
あ
っ
た
。
宇
多
天
皇
に
は
『
寛
平
御
遺
誡
』
や
『
宇
多
天
皇
宸
記
』

（
佚
）
等
の
著
作
が
あ
る
ほ
か
、
し
ば
し
ば
詩
宴
や
歌
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

文
化
面
で
の
業
績
も
少
な
く
な
い
。
な
お
、
宇
多
天
皇
は
、
仁
和
四
年
（
八

八
八
）
十
月
九
日
か
ら
大
学
博
士
善
淵
愛
成
に
よ
る
『
周
易
』
の
講
義
を
受

け
て
い
るＩ
。『
周
易
抄
』
の
具
体
的
な
成
立
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
そ
の

料
紙
は
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
三
月
七
日
か
ら
同
年
四
月
八
日
ま
で
の
文
書

の
紙
背
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
るＪ
。

　
『
周
易
抄
』
は
、『
周
易
』
の
経
文
及
び
注
文
（
王
弼
注
、
韓
康
伯
注
）
を
抄

出
し
（
計
二
五
八
条
）、
そ
の
字
句
に
対
す
る
注
釈
や
訓
点
を
施
し
た
も
の
で
、

宇
多
天
皇
が
『
周
易
』
を
学
ん
だ
際
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
内
容
は
『
周
易
』
訟
卦
か
ら
始
ま
りＫ
、
履
卦
に
至
っ
た
後
に
繋
辞

上
伝
へ
跳
び
、
繋
辞
上
伝
の
十
三
条
（
注
文
を
含
む
）
を
抜
き
出
し
た
後
に

豊
卦
へ
と
戻
る
。
そ
し
て
豊
卦
か
ら
未
済
卦
へ
と
進
ん
だ
後
、
再
び
泰
卦
ま

で
戻
り
、
そ
の
後
は
再
び
易
卦
の
順
通
り
既
済
卦
へ
と
至
るＬ
。
毎
条
の
抄
出

文
字
は
五
十
字
を
超
え
ず
、
断
片
的
な
抜
粋
で
あ
る
。
経
文
に
対
す
る
注
文

は
小
字
で
記
さ
れ
、
各
条
は
改
行
せ
ず
、
前
の
条
か
ら
ほ
ぼ
一
字
分
の
間
隔

を
空
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、『
周
易
抄
』
は
、
日
本
現
存
最
古
の
漢
籍
訓
点
資
料
で
あ
る
。『
周

易
抄
』
に
は
句
点
や
読
点
、
漢
字
の
四
声
を
示
す
声
点
の
ほ
か
、
ヲ
コ
ト
点
、

ま
た
仮
名
に
よ
る
傍
訓
や
草
仮
名
に
よ
る
和
訓
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

『
周
易
抄
』
に
お
け
る
訓
点
は
、
宇
多
天
皇
が
自
ら
撰
述
書
写
し
た
仏
典
『
胎

蔵
秘
密
略
大
軌
』（
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
）
と
一
致
す
る
。
通
常
、
漢
籍
と

仏
典
と
で
は
訓
点
の
形
式
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
宇
多

天
皇
の
『
周
易
抄
』
と
『
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
』
の
訓
点
が
一
致
す
る
の
は
、

こ
れ
が
漢
籍
と
仏
典
の
訓
点
法
の
い
ま
だ
明
確
に
分
離
し
な
い
早
期
の
資
料

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
るＭ
。
ま
た
、
宇
多
天
皇
に
と
っ
て
は
、

『
周
易
』
も
仏
書
も
、
等
し
く
共
通
の
漢
字
漢
文
知
識
を
も
っ
て
取
り
組
む

べ
き
対
象
と
さ
れ
て
い
た
の
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、
宇
多
天
皇
が
使
用
し
た
『
周
易
』
の
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
っ
た
か
、

明
確
な
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、『
周
易
抄
』
に
抄
出
さ
れ
た
経
文
や
注
文

の
中
に
は
、
現
在
通
行
の
本
文
と
は
異
な
る
異
文
が
少
な
か
ら
ず
見
い
だ
さ

れ
る
。

　

例
え
ば
『
周
易
抄
』
に
は
中
孚
卦
・
九
二
か
ら
次
の
部
分
が
抄
出
さ
れ
る
。

鳴
鶴
在
陰
。
其
子
和
之
。
我
有
爵
。
吾
与
爾
糜0

之
。

こ
の
中
の
「
糜
」
字
を
、
阮
元
校
刻
『
十
三
経
注
疏
』
で
は
「
靡
」
に
作
り
、

阮
元
『
周
易
注
疏
校
勘
記
』（
文
選
楼
刻
本
）
に
は
、「
吾
与
爾
靡
之
：
石
経
・

岳
本
・
閩
・
監
・
毛
本
同
。
釈
文
、
靡
、
本
又
作
縻
。
陸
作

、
京
作
劘
」

と
あ
る
。
そ
こ
で
『
経
典
釈
文
』
の
本
文
を
み
る
と
、
通
志
堂
本
『
経
典
釈
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文
』
周
易
音
義
に
は
「
爾
靡
：
本
又
作
縻0

」
と
あ
る
が
、
中
国
国
家
図
書
館

蔵
宋
刻
宋
元
逓
修
本
『
経
典
釈
文
』
周
易
音
義
で
は
同
じ
箇
所
が
「
爾
靡
：

本
又
作

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、『
周
易
抄
』
の
引
文
に
み
え
る
「
糜
」

字
は
、『
周
易
』
の
旧
貌
を
留
め
る
一
例
で
あ
る
こ
と
が
分
か
るＮ
。

　

も
う
一
例
を
挙
げ
る
。

夫
安
身
莫
若
不
競
。
修
己
莫
若
自
宝0

。
守
道
則
福
至
。
求
禄
則
辱
来
。

　

こ
れ
は
頤
卦
・
初
九
の
王
弼
注
か
ら
の
抄
出
部
分
で
あ
る
。
こ
の
中
の

「
宝
」
字
を
、
宋
本
『
周
易
注
疏Ｏ
』
や
阮
元
『
十
三
経
注
疏
』
本
等
は
み
な

「
保
」
字
に
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
阮
元
『
周
易
注
疏
校
勘
記
』
に
は
こ
の

部
分
に
関
す
る
異
文
の
指
摘
は
な
い
。
し
か
し
、
法
蔵
敦
煌P.2530

『
周
易
』

の
当
該
字
は
「
宝
」
で
あ
る
。『
周
易
抄
』
が
抄
出
す
る
文
字
は
、
敦
煌
出

土
の
写
本
に
一
致
す
る
の
で
あ
るＰ
。
し
た
が
っ
て
右
の
わ
ず
か
二
例
か
ら
み

て
も
、
宇
多
天
皇
が
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
宋
刻
本
以
前
の
写
本
時
代
の
一
異

文
を
有
し
、『
周
易
』
の
経
文
や
注
文
の
校
勘
の
際
に
は
不
可
欠
な
貴
重
資

料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
１
）
宇
多
天
皇
の
『
周
易
』
学
習
方
法
─
─
中
国
式
の
解
釈
と
音
読

　
『
周
易
抄
』
は
、
宇
多
天
皇
が
い
か
に
『
周
易
』
を
学
び
、
ま
た
『
周
易
』

の
い
か
な
る
部
分
に
特
に
注
意
を
寄
せ
て
い
た
か
を
具
体
的
に
伝
え
る
も
の

で
あ
る
。『
周
易
抄
』
に
関
し
て
は
、
既
に
日
本
語
学
の
方
面
か
ら
の
研
究

は
豊
富
で
あ
る
が
、『
周
易
抄
』
の
内
容
や
方
法
、
ま
た
日
本
経
学
史
上
に

お
け
る
意
義
等
に
つ
い
て
は
考
究
さ
れ
る
べ
き
余
地
が
多
い
。
以
下
、『
周

易
抄
』
の
記
載
内
容
を
整
理
し
つ
つ
、
そ
の
特
徴
の
二
、
三
を
指
摘
し
た
い
。

　
『
周
易
抄
』
が
抄
出
す
る
内
容
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

るＱ
。①

経
文
の
抄
出　

一
三
六
条

ａ
経
文
の
み
の
抄
出
（
注
文
や
訓
点
を
含
ま
な
い
も
の
）　

一
四
条

ｂ
王
弼
注
あ
る
い
は
韓
康
伯
注
と
共
に
抄
出
す
る
も
の　

四
七
条

ｃ�

王
弼
注
あ
る
い
は
韓
康
伯
注
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
訓
詁
を
附
し

て
抄
出
す
る
も
の　

二
九
条

ｄ
抄
出
し
た
経
文
に
訓
点
を
加
え
る
も
の　

四
六
条

②
注
文
（
王
弼
、
韓
康
伯
）
の
抄
出　

一
二
一
条

ａ
注
文
の
み
の
抄
出
（
訓
点
を
含
ま
な
い
も
の
）　

三
〇
条

ｂ
訓
詁
あ
る
い
は
案
語
を
附
し
て
抄
出
す
る
も
の　

三
二
条

ｃ
抄
出
し
た
注
文
に
訓
点
を
加
え
る
も
の　

五
九
条Ｒ

　

そ
し
て
『
周
易
抄
』
が
抄
出
語
句
に
加
え
る
記
述
を
み
る
と
、
宇
多
天
皇

が
『
周
易
』
を
学
ぶ
際
に
二
つ
の
方
法
を
併
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
、
中
国
伝
統
の
訓
詁
学
的
な
方
法
に
拠
っ
て
経
書
の
内
容
を
解
す

る
方
法
と
、
日
本
語
の
語
法
に
照
ら
し
て
訓
点
を
加
え
て
経
書
を
解
読
す
る

方
法
と
で
あ
るＳ
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
の
学
問
状
況
を
具
体
的
に
反
映
す
る

も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
の
う
ち
ま
ず
は
、
中
国
式
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
み
る
。『
周
易
抄
』

が
経
文
を
王
弼
あ
る
い
は
韓
康
伯
の
注
文
と
共
に
抄
出
す
る
箇
所
は
四
七
条

あ
る
（
①
ｂ
）。
こ
れ
以
外
に
も
、
訓
詁
（
漢
字
訓
）
を
附
し
て
抄
出
す
る
箇

所
も
あ
る
（
①
ｃ
、①
ｄ
。そ
の
う
ち
『
周
易
正
義
』
の
解
と
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
）。

こ
う
し
た
箇
所
は
、
中
国
の
注
釈
に
基
づ
い
て
易
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

一
例
を
挙
げ
る
。
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尚　
庶
幾
又
貴

　

こ
れ
は
、
大
壮
卦
・
九
四
・
象
伝
「
藩
決
不p

羸
、
尚p

往
也
」
の
「
尚
」

字
と
そ
れ
に
対
す
る
訓
詁
を
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。「
尚
、
庶
幾
」
と
は
当

該
箇
所
の
『
周
易
正
義
』
に
み
え
る
訓
詁
で
あ
る
。
一
方
「
尚
、
貴
」
の
訓

詁
は
当
該
箇
所
の
『
周
易
正
義
』
に
は
な
く
、『
周
易
抄
』
が
何
に
拠
っ
て

こ
の
訓
詁
を
附
し
た
か
は
未
詳
で
あ
るＴ
。
し
か
し
と
も
か
く
こ
の
よ
う
に
、

『
周
易
抄
』
に
お
い
て
は
、
一
漢
字
に
対
し
て
複
数
の
訓
詁
を
並
べ
て
掲
げ
、

慎
重
に
解
釈
を
進
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
例
挙
げ
る
。

貞
疾　
貞
者
当

　
　
　

「
貞
疾
」
の
語
は
、
豫
卦
・
六
五
に
「
貞
疾
、
恒
不p

死
」、
そ
の
象
伝
に
「
六

五
貞
疾
、
乗p

剛
也
。
恒
不p

死
、
中
未p

亡
也
」
と
あ
る
部
分
か
ら
の
抄
出

で
あ
る
。「
貞
者
当
」
と
い
う
解
は
、
王
弼
の
注
に
も
孔
穎
達
の
正
義
に
も

見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
例
え
ば
、『
尚
書
』
洛
誥
の
「
我
二
人
共
貞
」
の

箇
所
に
対
す
る
陸
徳
明
『
釈
文
』
は
「
貞
：
正
也
。
馬
云
、
当
也
」
と
し
、

『
広
雅
』
巻
三
上
釈
詁
に
も
「
貞
、
当
也
」
の
訓
詁
が
あ
る
。『
周
易
抄
』
は
、

王
弼
『
周
易
注
』
や
孔
穎
達
『
周
易
正
義
』
以
外
の
各
種
資
料
を
も
用
い
て
、

最
も
適
当
な
訓
詁
解
釈
を
求
め
よ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
るＵ
。

　

ま
た
『
周
易
抄
』
は
、
漢
字
に
声
点
や
反
切
を
し
ば
し
ば
附
し
て
当
該
字

の
発
音
や
四
声
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
声
点
が
附
さ
れ
る
漢
字
は

計
六
十
四
字
に
及
ぶＶ
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
「
出
涕
沱
如
」（
離
卦
・
六
五
）
の

「
沱
」
字
（
平
声
重
、
徒
河
反
）、「
…
…
矰
繳
不
能
及
」（
遯
卦
・
上
九
・
王
弼
注
）

の
「
繳
」
字
（
入
声
軽
、
昌
雀
反
）、「
…
…
百
果
草
木
皆
甲
坼
」（
解
卦
・
彖
伝
）

の
「
坼
」
字
（
入
声
軽
、
他
洛
反
）、「
鞏
」
字
（
革
卦
・
初
九
）（
上
声
、
九
勇
反
）、

「
虩
々
」（
震
卦
・
卦
辞
）
の
「
虩
」
字
（
入
声
軽
、
許
逆
反
）、「
…
…
豚
者
獣

之
微
賤
者
也
」（
中
孚
卦
・
彖
伝
・
王
弼
注
）
の
「
豚
」
字
（
平
声
重
、
徒
尊
反
）

等
に
は
、
声
点
の
み
な
ら
ず
合
わ
せ
て
反
切
も
が
加
え
ら
れ
て
い
るＷ
。
こ
れ

ら
の
箇
所
に
お
い
て
『
周
易
抄
』
は
、
漢
字
の
発
音
の
確
認
を
徹
底
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
古
代
日
本
の
経
書
学
習
に
お

い
て
音
読
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
と
重
な
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、『
周
易
抄
』
が
、
漢
字
に
声
点
や
反

切
を
加
え
る
と
同
時
に
、
日
本
語
の
語
法
に
基
づ
く
訓
点
や
和
訓
を
も
附
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、『
周
易
抄
』
に
お
け
る
『
周
易
』
読
解
の
も

う
一
つ
の
方
法
を
み
る
。

（
２
）
宇
多
天
皇
の
『
周
易
』
学
習
方
法
─
─
日
本
式
の
訓
読

　
『
周
易
抄
』
に
は
、
ヲ
コ
ト
点
を
加
え
る
も
の
が
計
一
一
五
条
、
草
仮
名

に
よ
る
和
訓
を
加
え
る
箇
所
が
二
九
例
、
仮
名
に
よ
る
傍
訓
を
加
え
る
箇
所

が
十
例
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
。

次
（
平
声
軽
）

　
　
　
　

─
且
（
平
声
軽
）

　
　
　

　
シ
サ
ル

　
　
　

　

こ
れ
は
夬
卦
・
九
四
に
み
え
る
語
句
の
抄
出
で
あ
るＸ
。『
周
易
抄
』
は
こ

の
双
声
語
「
次
且
」
の
二
字
の
間
に
音
合
符
を
加
え
、
二
字
を
続
け
て
音
読

す
る
際
の
声
調
を
示
す
と
同
時
に
、
和
訓
「
シ
サ
ル
」
を
も
加
え
て
附
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
注
記
は
、
宇
多
天
皇
が
「
次
且
」
の
語
を
音
読
で
も
訓
読

で
も
読
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
『
周
易
抄
』
に
お
い
て
声
点
と
和
訓
と
が
重
ね
て
附

さ
れ
る
例
と
し
て
、
他
に
「
不
泥
」（
大
有
卦
・
九
二
・
王
弼
注
）
の
「
泥
」

字
（
去
声
、
ナ
ツ
マ
ス
）、「
萃
」
字
（
萃
卦
・
卦
辞
、
去
声
、
ア
ツ
マ
ル
）、「
仞
」
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字
（
革
卦
・
初
九
・
王
弼
注
、
去
声
、
ネ
シ
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
当

時
日
本
に
お
け
る
『
周
易
』
学
習
時
に
は
、
中
国
式
の
音
読
と
日
本
式
の
訓

読
と
が
併
行
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
『
周
易
抄
』
に
は
、
漢
字
訓
と
和
訓
と
が
併
存
し
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。

閡
敵
を
　　
障
　

閡　
サ
ハ
ル

　
　
　

　

こ
れ
は
中
孚
卦
・
六
三
「
得p
敵
。
或
鼓
或
罷
、
或
泣
或
歌
」
の
王
弼
注
「
欲

進
而
閡
敵
」
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
は
こ
の
「
閡
」
字
を
二
度
抄

出
し
、
初
め
は
漢
字
訓
「
障
」、
二
度
目
は
和
訓
「
サ
ハ
ル
」
を
加
え
て
い
る
。

「
閡
、
障
」
と
い
う
訓
詁
は
『
周
易
正
義
』
を
は
じ
め
中
国
の
典
籍
に
は
見

い
だ
せ
な
い
も
の
で
、『
周
易
抄
』
が
い
ず
れ
の
資
料
に
拠
っ
て
こ
の
訓
詁

を
附
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
一
方
、「
障
」
字
や
「
閡
」
字
を
「
サ
ハ
ル
」

と
訓
ず
る
こ
と
は
後
の
図
書
寮
本
及
び
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
等
に
は

み
え
る
も
の
で
あ
るＹ
。『
周
易
抄
』
は
、「
閡
」
字
と
「
障
」
字
を
と
も
に
「
サ

ハ
ル
」
と
訓
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
両
字
を
結
び
つ
け
、「
閡
、
障
」
な
る
訓
詁

を
附
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

漢
字
訓
と
和
訓
を
同
時
に
附
す
例
を
も
う
一
つ
挙
げ
る
。

幹
タ
ヘ
タ
リ

又
良　
　

　
「
幹
」
字
は
、
蠱
卦
・
初
六Ｚ
、
同
九
二
、
同
九
三
、
同
六
五
等
に
み
え
る
。

こ
こ
で
『
周
易
抄
』
が
あ
げ
る
「
幹
、
良
」
の
訓
詁
も
ま
た
、
王
弼
『
周
易

注
』
等
の
中
国
各
種
資
料
に
は
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
るａ
。
ま
た
「
幹
、

タ
ヘ
タ
リ
」
の
和
訓
も
古
代
日
本
の
他
の
訓
点
資
料
に
は
み
ら
れ
な
いｂ
。
し

か
し
蠱
卦
・
初
六
・
王
弼
注
に
は
「
…
…
以w

柔
巽
之
質a

幹w

父
之
事a

能

承w

先
軌q

堪0w

其
任q

者
也
、
故
曰
有
子
也
」
と
あ
る
。『
周
易
抄
』
は
こ
の

注
文
中
の
「
堪
」
に
拠
っ
て
「
タ
ヘ
タ
リ
」
の
訓
を
「
幹
」
字
に
あ
て
た
可

能
性
が
推
測
さ
れ
るｃ
。
そ
し
て
、『
周
易
抄
』
が
「
幹
」
字
に
加
え
た
「
タ

ヘ
タ
リ
」「
良
」
の
解
釈
は
、
日
本
に
お
い
て
は
後
世
に
も
継
承
さ
れ
て
い

く
。
す
な
わ
ち
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
～
一
五
五
〇
）
が
訓
点
を
施
し
た
清
家

文
庫
蔵
『
周
易
』
古
活
字
本
の
当
該
字
に
は
左
側
に
「
タ
ヘ
タ
リ
」、
右
側

に
「
ヨ
ク
」
の
傍
訓
が
附
さ
れ
て
い
るｄ
。
こ
の
二
つ
の
和
訓
は
、
早
く
は
『
周

易
抄
』
を
原
点
と
し
、
日
本
に
お
け
る
『
周
易
』
蠱
卦
中
の
「
幹
」
字
の
訓

読
と
し
て
一
貫
し
て
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

宇
多
天
皇
の
時
代
の
日
本
は
、
当
時
の
中
国
漢
字
音
資
料
を
直
接
反
映
す

る
菅
原
是
善
（
八
一
二
～
八
八
〇
）
の
『
東
宮
切
韻
』
や
安
然
の
『
悉
曇
蔵
』

（
八
八
〇
年
序
）
等
の
書
が
現
れ
る
と
同
時
に
、
和
訓
を
含
む
辞
書
『
新
撰
字

鏡
』（
八
九
八
～
九
〇
一
頃
）
も
が
成
立
し
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
宇
多
天
皇

自
ら
が
勅
を
下
し
、
漢
詩
を
和
歌
に
翻
訳
し
た
『
句
題
和
歌
』（
大
江
千
里
）

を
撰
述
さ
せ
る
等
、
い
わ
ば
「
和
」
と
「
漢
」
と
が
並
び
立
つ
よ
う
に
な
る

時
代
で
あ
っ
た
。
日
本
に
伝
来
し
た
経
書
も
、
本
来
中
国
の
注
疏
の
説
に
基

づ
き
解
釈
し
、
中
国
式
の
発
音
を
も
っ
て
読
ま
れ
て
い
た
も
の
が
、
や
が
て

日
本
独
自
の
解
釈
、
訓
読
が
加
え
ら
れ
て
い
く
、『
周
易
抄
』
は
ま
さ
に
そ

の
展
開
期
に
お
け
る
現
象
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

古
代
日
本
の
知
識
人
は
、
中
国
伝
来
の
経
書
を
通
し
て
知
的
思
考
力
を
深

め
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
漢
字
漢
文
文
献
を
読
み
解
く
努
力
を
通
し

て
、
自
ら
の
言
語
を
鍛
え
、
豊
か
に
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
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日
本
に
は
多
く
の
漢
文
資
料
が
残
る
。
今
後
も
そ
れ
ら
の
分
析
検
討
を
進

め
、
日
本
伝
存
漢
籍
の
価
値
を
改
め
て
見
直
し
つ
つ
、
東
ア
ジ
ア
の
学
術
・

文
化
の
特
質
を
さ
ら
に
考
究
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
）　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
室
生
寺
本
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
名
著
刊
行
会
、
一

九
九
六
年
影
印
。
小
長
谷
恵
吉
『
日
本
国
見
在
書
目
録
解
説
稿
』
小
宮
山
出
版
、

一
九
五
六
年
等
参
照
。

（
２
）　

室
生
寺
本
で
は
「
周
易
十
巻
後
漢
鄭

玄
注

」
で
改
行
し
「
右
書
経
籍
志
所
載
十
三
巻
」

と
あ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
・
経
部
易
に
は
「
帰
蔵
十
三
巻
」
と
あ
る
。

（
３
）　
『
養
老
令
』
学
令
に
「
凡
経
。
周
易
・
尚
書
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
毛
詩
・

春
秋
左
氏
伝
。
各
為w

一
経z

孝
経
・
論
語
、
学
者
兼
習
之
」
と
あ
る
。

（
４
）　
『
養
老
令
』
学
令
に
「
凡
教w

授
正
業a
周
易
、
鄭
玄
・
王
弼
注
」
と
あ
る
。

学
令
が
指
定
す
る
教
科
書
は
、『
春
秋
穀
梁
伝
』『
春
秋
公
羊
伝
』『
老
子
』
を

取
り
あ
げ
な
い
こ
と
以
外
は
唐
朝
の
規
定
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
久
木
幸
男
『
日

本
古
代
学
校
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章
第
二
節
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
等
参
照
。
た
だ
実
際
に
は
、『
周
易
』
の
場
合
に
は
専
ら
王
弼
注
が
利
用

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
島
憲
之
「
上
代
人
の
周
易
」（『
新
訂
中
国
古
典
選　

易
』
附
録
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
）、
同
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
上
、

第
一
篇
第
二
章
一
（
塙
書
房
、
一
九
六
七
年
）
等
参
照
。
ま
た
、
後
述
す
る
ご

と
く
王
弼
注
と
と
も
に
孔
穎
達
『
周
易
正
義
』
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
５
）　

学
令
に
は
続
い
て
「
其
試w

読
者a

毎w

千
言
内a

試w

一
帖
三
言z
講
者
、

毎w

二
千
言
内a

問w

大
義
一
条q

」
と
あ
り
、
本
文
の
暗
記
と
内
容
理
解
の
程

度
を
問
う
試
験
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）　
『
養
老
令
』
職
員
令
・
大
学
寮
に
は
「
音
博
士
二
人
。
掌
教
音
」
と
あ
る
。
な

お
音
博
士
を
任
じ
た
人
物
と
し
て
、
史
料
に
は
大
唐
続
守
言
・
薩
弘
恪
（『
持

統
紀
』
五
年
九
月
条
）、
唐
人
袁
晋
卿
（『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
八
神
護
景
雲
元

年
二
月
丁
亥
条
等
）、
近
江
国
愛
智
郡
人
物
部
弥
範
（『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
九

嘉
祥
二
年
十
月
乙
酉
条
）、
秦
忌
寸
永
宗
（『
日
本
三
代
実
録
』
巻
四
十
三
元
慶

七
年
正
月
七
日
条
）
等
の
名
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）　

日
本
に
お
い
て
釈
奠
に
関
す
る
最
も
早
い
記
事
は
『
続
日
本
紀
』
巻
二
大
宝

元
年
（
七
〇
一
）
二
月
丁
巳
条
に
み
え
る
。
ま
た
九
世
紀
に
行
わ
れ
た
釈
奠
に

お
い
て
『
周
易
』
が
講
じ
ら
れ
た
記
録
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
巻
五
貞
観
三

年
（
八
六
一
）
八
月
六
日
・
七
日
条
、
同
巻
十
二
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
二
月

朔
日
条
、
同
巻
四
十
三
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
二
月
十
日
条
、
同
巻
四
十
九
仁

和
二
年
（
八
八
六
）
八
月
朔
日
・
二
日
条
に
み
え
る
。
弥
永
貞
三
「
古
代
の
釈

奠
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
史
料
』
高
科
書
店
、
一
九
八
八
年
）
及

び
久
木
幸
男
注（
４
）前
掲
書
第
一
部
第
四
章
第
二
節
等
参
照
。

（
８
）　
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
に
は
都
良
香
「
陪w

左
丞
相
東
閣q

聴e

源
皇
子
初
学w

周

易q

」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宇
多
天
皇
の
『
周
易
』
学
習
状
況
に
つ

い
て
は
後
述
。

（
９
）　
『
家
伝
』
上
・
鎌
足
伝
に
「
嘗
群
公
子
、
咸
集w

于
旻
法
師
之
堂a

読w

周
易q

焉
」
と
あ
る
。
沖
森
卓
也
他
『
藤
氏
家
伝
鎌
足
・
貞
慧
・

武
智
麻
呂
伝

注
釈
と
研
究
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
10
）　
『
続
日
本
紀
』
巻
十
六
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
六
月
己
亥
条
。

（
11
）　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
に
は
巻
第
二
本
、
巻
第
五
末
に
も
一
箇
所
ず
つ
『
周

易
』『
周
易
正
義
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
ま
た
善
珠
は
『
唯
識
義
灯
増
明
記
』

巻
第
一
に
お
い
て
も
『
周
易
正
義
』
を
注
釈
文
に
利
用
し
て
い
る
。
河
野
貴
美

子
「
奈
良
・
平
安
期
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
一
考
察
─
─
善
珠
撰
『
因
明
論
疏

明
灯
抄
』
を
手
が
か
り
と
し
て
─
─
」（『
国
文
学
研
究
』
第
一
五
一
集
、
二
〇

〇
七
年
三
月
）、
同
「
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
に
お
け
る
老
荘
関
係
書
の
引
用
」

（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
七
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
参
照
。
な
お
小
島
憲
之
氏
も
夙

に
石
上
宅
嗣
の
「
小
山
賦
」
や
賀
陽
豊
年
の
「
和
石
上
卿
小
山
賦
」、『
令
義
解
』

等
に
王
弼
注
『
周
易
』
や
『
周
易
正
義
』
を
参
照
し
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
小
島
憲
之
注（
４
）前
掲
「
上
代
人
の
周
易
」
及
び
同
『
国
風
暗

黒
時
代
の
文
学
』
上
、
第
一
篇
第
二
章
一
等
参
照
。

（
12
）　

乾
・
噬
嗑
・
賁
・
咸
・
恒
・
遯
・
睽
・
蹇
・
解
の
各
卦
に
関
わ
る
部
分
の
み

が
存
。
咸
卦
の
冒
頭
部
分
に
「
講
周
易
疏
論
家
義
記
釈
咸
第
十
」
と
の
書
名
が

あ
る
が
、
全
体
の
巻
数
や
撰
述
者
は
不
明
。
平
安
初
期
の
写
本
と
み
ら
れ
る
。

（
13
）　

狩
野
直
喜
「
旧
鈔
本
講
周
易
疏
論
家
義
記
残
巻
」（
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
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景
印
旧
鈔
本
第
二
集
『
講
周
易
疏
論
家
義
記
』、
一
九
三
五
年
）、
藤
原
高
男
「
講

周
易
疏
論
家
義
記
に
お
け
る
易
学
の
性
格
」（『
漢
魏
文
化
』
創
刊
号
、
一
九
六

〇
年
六
月
）、
同
「
江
南
義
疏
家
の
二
派
に
関
す
る
一
考
察
」（『
日
本
中
国
学

会
報
』
十
二
、
一
九
六
〇
年
十
月
）、
馮
錦
栄
「「
格
義
」
与
六
朝
《
周
易
》
義

疏
学
─
以
日
本
奈
良
興
福
寺
蔵
《
講
周
易
疏
論
家
義
記
残
巻
》
為
中
心
─
」

（『
新
亜
学
報
』
二
一
、
二
〇
〇
一
）
等
参
照
。

（
14
）　
『
経
典
釈
文
』
第
十
四
・
礼
記
音
義
之
四
。

（
15
）　
『
奈
良
六
大
寺
大
観　

興
福
寺
一
』
補
訂
版
第
七
巻
解
説
（
堀
池
春
峰
執
筆
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
九
）、
河
野
貴
美
子
「
興
福
寺
蔵
『
経
典
釈
文
』
及
び
『
講

周
易
疏
論
家
義
記
』
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
五
二
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
等

参
照
。

（
16
）　

兵
庫
上
野
氏
所
蔵
唐
鈔
本
巻
第
二
十
八
（
紙
背
「
大
乗
戒
作
法
」（
平
安
時

代
写
））、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
同
巻
二
十
九
、
三
十
（
紙
背
「
四
分
戒
本
略
」

（
平
安
時
代
写
））
及
び
天
理
図
書
館
所
蔵
古
写
本
『
趙
志
集
』
一
巻
（
紙
背
「
唯

識
章
」（
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
興
福
寺
僧
経
暹
写
）。
書
跡
名
品
叢
刊
『
唐

鈔
本　

王
勃
集
』（
二
玄
社
、
一
九
七
〇
年
）、
大
阪
市
立
美
術
館
篇
『
唐
鈔
本
』

（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
一
年
）、
文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』

七
書
跡　

上
巻
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）、
中
田
勇
次
郎
『
日
本
書
道

の
系
譜
』（
木
耳
社
、
一
九
七
〇
年
）、『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
第

二
巻　

文
選　

趙
志
集　

白
氏
文
集
』
解
題
（
花
房
英
樹
・
荒
牧
典
俊
執
筆
、

八
木
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
等
参
照
。

（
17
）　
『
和
漢
名
法
帖
選
集　

第
五
巻　

宇
多
天
皇
宸
翰
周
易
抄
』（
附
録
野
本
白
雲

述
「
御
物
宇
多
天
皇
宸
翰
周
易
抄
」、
平
凡
社
、
一
九
三
三
年
）、『
墨
美
』
一

二
二
（
一
九
六
二
年
十
一
月
）、『
東
山
御
文
庫　

皇
室
の
至
宝
３
』（『
周
易
抄
』

解
説
・
住
吉
朋
彦
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）
等
の
影
印
が
あ
る
。
ま
た

関
連
す
る
先
行
研
究
に
中
田
祝
夫
『
改
訂
版　

古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』（
勉

誠
社
、一
九
七
九
年
）、築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
）、
同
『
平
安
時
代
語
新
論
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
六
九
年
）、
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読

の
国
語
史
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）、
同
「
寛
平
法
皇
の

訓
点
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五
九
ー
三
、
一
九
八
二
年
三
月
）、
同
『
角
筆
文

献
の
国
語
学
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）、
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉

時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
二
年
）、

吉
田
金
彦
、
築
島
裕
、
石
塚
晴
通
、
月
本
雅
幸
編
『
訓
点
語
辞
典
』（
東
京
堂

出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
井
上
亘
「
古
代
の
学
問
と
「
類
聚
」
─
─
宇
多
天
皇

宸
筆
『
周
易
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」（
笹
山
晴
生
編
『
日
本
律
令
制
の
展
開
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
等
が
あ
る
。

（
18
）　
『
日
本
紀
略
』
前
篇
二
十
・
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
十
月
九
日
条
参
照
。

（
19
）　

飯
田
瑞
穂
「
宇
多
天
皇
宸
筆
『
周
易
抄
』
紙
背
文
書
（
補
遺
・
覚
書
）」（『
国

書
逸
文
研
究
』
七
、
一
九
八
一
年
八
月
）、
田
島
公
「『
周
易
抄
』
紙
背
文
書
と

内
案
」（『
日
本
歴
史
』
六
〇
八
、
一
九
九
九
年
一
月
）
参
照
。

（
20
）　
『
周
易
抄
』
は
乾
卦
か
ら
需
卦
ま
で
を
缼
き
、
冒
頭
部
分
が
散
佚
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。

（
21
）　

大
畜
卦
と
姤
卦
か
ら
の
抄
出
は
な
い
。
ま
た
豊
卦
か
ら
既
済
卦
ま
で
の
部
分

は
、
重
複
し
て
抄
出
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
。『
周
易
抄
』
の
体
例
に
つ
い
て
は

井
上
亘
注（
17
）前
掲
論
文
参
照
。

（
22
）　

小
林
芳
規
注（
17
）前
掲
「
寛
平
法
皇
の
訓
点
」
及
び
同
『
角
筆
文
献
の
国
語

学
的
研
究
』
参
照
。

（
23
）　

黄
焯
『
経
典
釈
文
彙
校
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
に
は
、「
縻
、
盧
改

作p

糜
。
…
…
案
盧
改
是
也
。
写
本
宋
本
葉
鈔
並
作p

糜
」
と
あ
る
。
な
お
『
周

易
抄
』
の
引
文
が
『
経
典
釈
文
』
が
掲
げ
る
「
本
」「
或
本
」
の
本
文
と
一
致

す
る
も
の
に
、「
蔑
猶
消

　
　

」（
剥
卦
・
初
六
・
王
弼
注
）
の
「
消
」
字
（
通
行
本

作
「
削
」）、「
大
過
卦
九
二　

枯
楊
生
荑
」（
大
過
卦
・
九
二
）
の
「
荑
」
字
（
通

行
本
作
「
稊
」）、「
日
中
則
昃
、
月
盈
則
蝕
」（
豊
・
彖
伝
）
の
「
蝕
」
字
（
通

行
本
作
「
食
」）、「
大
衍
之
数
五
十
。
其
用
、
卌
有
九
。
乾
之
策
、
二
百
一
十

有
六
。
坤
之
策
、
百
卌
有
四
。
当
朞
之
日
」（
繋
辞
上
伝
）
の
「
朞
」
字
（
通

行
本
作
「
期
」）
等
が
あ
る
。

（
24
）　

影
南
宋
初
年
刊
本
『
周
易
注
疏
』（
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
後
援
会
刊
、
汲

古
書
院
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。

（
25
）　

同
様
に
、『
周
易
抄
』
が
咸
卦
・
上
六
・
象
伝
か
ら
引
く
「
騰
」
字
を
宋
本
『
周
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易
注
疏
』
や
阮
元
『
十
三
経
注
疏
』
は
「
滕
」
に
作
る
が
、
英
蔵
敦
煌S.6162

『
周
易
』
の
当
該
字
は
「
騰
」
に
作
る
例
が
あ
る
。

（
26
）　

他
に
「
乾
正
帝
」
の
一
条
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
何
に
基
づ
く
引
用
か
は
不
明
。

（
27
）　

①
ｂ
、
ｃ
、
②
ｂ
の
中
に
は
声
点
や
ヲ
コ
ト
点
等
の
訓
点
が
附
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
ま
た
①
ｄ
、
②
ｃ
の
中
に
は
声
点
が
附
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

（
28
）　
『
周
易
抄
』
に
は
、
訓
詁
や
訓
点
の
い
ず
れ
を
も
附
す
こ
と
な
く
た
だ
経
文

や
注
文
を
の
み
抄
出
す
る
部
分
も
あ
る
（
①
ａ
、
②
ａ
）。
宇
多
天
皇
が
こ
れ

ら
の
部
分
を
特
に
留
意
し
抜
き
出
し
た
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
は
不
明

で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
中
に
は
「
弁
上
下
定
民
志
」（
履
卦
・
象
伝
）
や
「
斉

明
之
徳
」（
無
妄
卦
・
彖
伝
・
王
弼
注
）
等
の
よ
う
に
、
天
皇
と
い
う
重
要
な

地
位
に
就
く
人
間
で
あ
れ
ば
こ
そ
特
に
関
心
を
寄
せ
て
抜
き
出
し
た
か
と
想
像

さ
れ
る
語
句
も
あ
る
。

（
29
）　

な
お
「
尚
、
貴
」
の
訓
は
例
え
ば
『
孟
子
』
尽
心
上
・
趙
岐
注
に
み
え
、
ま

た
、『
周
易
正
義
』
に
は
「
尚
」
字
の
解
と
し
て
「
貴
尚
」
の
語
も
し
ば
し
ば

み
え
る
。

（
30
）　

清
・
兪
樾
『
群
経
平
議
』
周
易
一
に
も
「
樾
謹
按
、
貞
之
言
当
也
」
と
あ
る

（『
続
修
四
庫
全
書
』
影
印
清
光
緒
二
十
五
年
刻
春
在
堂
全
書
本
参
照
）。

（
31
）　
『
周
易
抄
』
の
声
点
は
、
平
声
軽
、
平
声
重
、
上
声
、
去
声
、
入
声
軽
、
入

声
重
の
六
声
体
系
。
沼
本
克
明
注（
17
）前
掲
書
参
照
。

（
32
）　

こ
の
う
ち
「
坼
」
字
と
「
繳
」
字
の
反
切
は
『
経
典
釈
文
』「
周
易
音
義
」

所
載
の
反
切
と
一
致
し
な
い
。

（
33
）　

夬
卦
・
九
四
に
「
臀
无
膚
。
其
行
次
且
。
牽
羊
悔
亡
。
聞
言
不
信
」、
そ
の

象
伝
に
「
其
行
次
且
、
位
不
当
也
」
と
あ
る
。

（
34
）　
「
障
：
サ
ハ
ル
」
の
訓
は
図
書
寮
本
及
び
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
、

「
閡
：
サ
ハ
ル
」
の
訓
は
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
各
お
の
み
え
る
。『
図

書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』（
勉
誠
社
影
印
、
一
九
六
九
年
）、
正
宗
敦
夫
校
訂
『
類

聚
名
義
抄
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
）
参
照
。

（
35
）　

蠱
卦
・
初
六
に
は
「
幹w

父
之
蠱z

有p

子
、
考
无p

咎
。
厲
終
吉
」
と
あ
る
。

（
36
）　

そ
の
他
空
海
『
篆
隷
万
象
名
義
』、
昌
住
『
新
撰
字
鏡
』
等
の
古
辞
書
に
も

み
え
な
い
。

（
37
）　

築
島
裕
『
訓
点
語
彙
集
成
』
第
五
巻
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
38
）　
「
堪
：
タ
ヘ
」
の
和
訓
は
、
平
安
初
期
写
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
に
み
え
る
。

築
島
裕
注（
37
）前
掲
書
参
照
。
ま
た
図
書
寮
本
及
び
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』

に
も
「
堪
：
タ
ヘ
タ
リ
」
と
あ
る
。

（
39
）　

現
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
京
都
大
学
電
子
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
清

家
文
庫
）
参
照
。

︻
付
記
︼　

本
稿
はInternational�Sym

posium
�Com

m
onality�and�Regionality�

in�the�Cultural�H
eritage�of�East�A

sia

（
二
〇
〇
九
年
五
月
、
於
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
経
書
の
継
承
と
展
開
─
─
日
本
に
お
け
る

『
周
易
』
受
容
」
を
も
と
に
訂
正
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
中
文
版
は
『
中

国
典
籍
与
文
化
』（
二
〇
一
〇
年
第
一
期
）
に
「《
周
易
》
在
古
代
日
本
的
継
承

与
展
開
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。


